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1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 161,818 5.5 1,235 △51.3 2,040 △36.1 1,345 △24.7
24年3月期第2四半期 153,363 90.6 2,538 △15.7 3,194 △8.6 1,787 △16.6

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 △1,860百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 786百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益 潜在株式調整後1株当たり四半期
純利益

円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 31.90 ―
24年3月期第2四半期 42.37 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

25年3月期第2四半期 156,175 80,543 36.1 1,337.44
24年3月期 151,115 79,558 38.2 1,368.47
（参考） 自己資本   25年3月期第2四半期  56,400百万円 24年3月期  57,708百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  有  
 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 10.00 ― 10.00 20.00
25年3月期 ― 9.00
25年3月期（予想） ― 9.00 18.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有   

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 333,000 7.8 4,000 △36.2 4,900 △34.5 2,200 △12.9 52.17

YAS
YLKロゴ



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  有  

（注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動」をご覧ください。 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  有  
（注）詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」第10条の５に該当するものであります。詳細は、添付資料Ｐ．５「２．サマリー情報（注
記事項）に関する事項（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
.この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四
半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化
等により上記予想数値と異なる場合があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等について、添付資料Ｐ．４「１．当四
半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

※  注記事項

新規 2社 （社名） Yusen Logistics (China) Co.,Ltd. 他１社 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 42,220,800 株 24年3月期 42,220,800 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q 50,862 株 24年3月期 50,862 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 42,169,938 株 24年3月期2Q 42,170,059 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

① 当第２四半期の概況 

 当第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日までの６ヶ月間）の世界経済は、欧州は改

善の兆しが見られず、米国においては回復の足取りは重く、アジアでは中国やインド等の新興国で経済成長の減速

が見られました。日本経済も、世界経済の影響を受け回復の速度は緩やかな状況にあります。国際物流市場は、欧

州向けを中心に荷動きが低迷し、その他の地域においても総じて低調に推移しました。特に航空貨物は世界的に荷

動きが落ち込みました。 

 このような環境の下、当社グループの航空貨物取扱量は積極的な販売を推進したことにより前年同四半期並みと

なりましたが、計画値には到達しませんでした。海上貨物取扱量は販売拡大政策や事業統合により大幅に増加しま

したが、仕入れ環境は厳しい状況が継続しています。 

  

② セグメントの業績 

１．日本 

 輸出航空貨物は、自動車関連部品を中心に米州向けの荷動きがありましたが、中国や欧州向けの需要低迷を受

け取扱重量は前年同四半期比8.9％減となりました。輸入航空貨物は、医療機器関連品等の取扱いもありました

が全体的に活況感はなく、取扱件数は前年同四半期比0.4％増に留まりました。 

 海上貨物は、輸出で工作機械等の出荷が貢献したことに加え、販売拡大を積極的に行った結果、取扱TEUは前

年同四半期比15.4％増となりました。輸入では自動車関連部品等の荷動きがありましたが、取扱件数は前年同四

半期比1.2％減となりました。 

 これらの結果、国内連結子会社を含めた営業収益は38,882百万円（前年同四半期比8.2％減）、セグメント利

益（営業利益）は275百万円（同3.5％増）となりました。 

  

２．米州 

 輸出航空貨物は、航空機関連品等の荷動きを中心に、取扱重量は前年同四半期比1.0％増となりました。輸入

航空貨物は、自動車関連部品、航空機関連品等が増加し、取扱件数は前年同四半期比7.7％増となりました。 

 海上貨物は、輸出において自動車関連部品の出荷を中心に、取扱TEUは前年同四半期比10.6％増となりまし

た。輸入は、アジアからの消費財関連が好調に推移し取扱件数は前年同四半期比4.3％増となりました。 

 ロジスティクスは、固定費の見直しや圧縮等のコスト削減に努めた結果、収益性が改善しました。 

 これらの結果、営業収益は36,357百万円（前年同四半期比2.0％減）、セグメント損失（営業損失）は38百万

円（前年同四半期はセグメント損失199百万円）となりました。 

 なお、１ドルあたりの円換算レートは、当第２四半期が79.73円、前年同四半期が80.24円であります。 

  

３．欧州 

 輸出航空貨物は、電子・電気機器関連品等の荷動きもあり、取扱重量は前年同四半期比29.1％増となりまし

た。一方、輸入航空貨物は、長引く欧州経済の低迷の影響を受けて、日本発の取扱いが大きく減少する等総じて

低調に推移し、取扱件数は前年同四半期比16.5％減となりました。 

 海上貨物は、輸出で消費財関連や自動車関連部品の荷動きもあり、取扱TEUは前年同四半期比6.3％増となりま

した。輸入は、航空貨物同様に欧州経済の低迷の影響を受け、取扱件数は前年同四半期比1.5％減となりまし

た。 

 ロジスティクスは、バケーションシーズンにおける荷動きの停滞に加え、輸入貨物の減少が域内物流の販売に

影響を及ぼし収益面で苦戦しました。 

 これらの結果、営業収益は35,758百万円（前年同四半期比7.3％減）、セグメント利益（営業利益）は44百万

円（同91.5％減）となりました。 

 なお、１ユーロあたりの円換算レートは、当第２四半期が101.27円、前年同四半期が115.76円であります。 

   

４．東アジア 

 輸出航空貨物は、電子・電気機器関連品の荷動きを中心に、取扱重量は前年同四半期比4.8％増となりました

が、収益性は低下しました。輸入航空貨物は、日本からの液晶関連品の取扱いがあったものの活況感が見られ

ず、取扱件数は前年同四半期比0.5％減となりました。 

 海上貨物は、輸出では中国での事業統合、欧米向けの消費財出荷、及び販売拡大政策の継続により、取扱TEU

は前年同四半期比78.1％増となりました。輸入は東アジア域内の液晶関連品や日本発の工作機械等の取扱いがあ

り、取扱件数は21.1％増となりました。一方、仕入れ環境については、厳しい状況にあります。 

 ロジスティクスにおいても中国における事業統合が寄与し化学品等の取扱いが増加しました。事業統合により

１．当四半期決算に関する定性的情報
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サービスの深化を図ると共に固定費の削減に努めました。 

 これらの結果、営業収益は25,311百万円（前年同四半期比29.5％増）、セグメント損失（営業損失）は396百

万円（前年同四半期はセグメント利益1,437百万円）となりました。 

  

５．南アジア・オセアニア 

 航空貨物ではマレーシア法人の連結子会社化により、輸出取扱重量は前年同四半期比9.6％増、輸入取扱件数

は前年同四半期比7.9％増となりましたが、域内経済の減速感を受け荷動きは伸び悩みました。 

 海上貨物は、タイ等での事業統合により業容が拡大した事に加え、消費財等の取扱いが増加し、輸出取扱TEU

は前年同四半期比63.1％増、輸入取扱件数は171.6%増と輸出入共に前年同四半期を大幅に上回りました。 

 ロジスティクスにおいても、事業統合が寄与し、自動車関連部品等の取扱いが拡大しました。また、今後の販

売拡大とサービスの向上を目指しオーストラリアに倉庫を新設しました。 

 これらの結果、営業収益は27,600百万円（前年同四半期比56.8％増）、セグメント利益（営業利益）は1,500

百万円（同150.3％増）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況  

 当第２四半期連結会計期間末における総資産は156,175百万円となり、前連結会計年度末に比べ5,060百万円、 

3.3％の増加となりました。これは、投資有価証券が1,321百万円減少した一方で、受取手形及び営業未収入金が 

2,738百万円、有形固定資産が3,023百万円、無形固定資産が761百万円増加したことが主な要因です。 

 負債は75,632百万円となり、前連結会計年度末に比べ4,075百万円、5.7％の増加となりました。これは、短期借

入金が1,920百万円、流動負債のその他が2,144百万円それぞれ増加したことが主な要因です。 

 純資産は利益剰余金の増加や為替換算調整勘定の減少等により80,543百万円となり、自己資本比率は36.1％とな

りました。 

  

② キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、4,510百万円の営業活

動による収入、3,870百万円の投資活動による支出、及び356百万円の財務活動による支出に為替相場変動の影響を

加味した結果、前連結会計年度末に比べ543百万円減少し23,103百万円となりました。 

 各キャッシュ・フローの状況とそれぞれの増減要因は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において営業活動の結果得られた資金は4,510百万円（前年同四半期は942百万円の支

出）となりました。 

 これは主に営業債務の減少額1,108百万円（前年同四半期比616百万円減）及び法人税等の支払額1,210百万円

（同416百万円減）を計上した一方で、税金等調整前四半期純利益3,192百万円（同104百万円減）及びその他の増

加額3,471百万円（同2,879百万円増）を計上したこと等によります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において投資活動の結果支出した資金は3,870百万円（前年同四半期比5,155百万円

減）となりました。 

これは主に子会社株式の取得による支出1,282百万円及び固定資産の取得による支出2,943百万円（前年同四半

期比1,340百万円増）を計上したこと等によります。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 当第２四半期連結累計期間において財務活動の結果支出した資金は356百万円（前年同四半期は4,684百万円の収

入）となりました。 

これは主に短期借入金の純増加額1,613百万円（前年同四半期比495百万円減）を計上した一方で、長期借入金

の返済による支出878百万円（同62百万円増）、配当金の支払額422百万円（同43百万円増）及び少数株主への配当

金の支払額490百万円（同380百万円増）を計上したこと等によります。  

   

- 3 -

郵船ロジスティクス（株）（9370）平成25年３月期　第２四半期決算短信



（３）連結業績予想に関する定性的情報 

 平成24年７月31日に公表いたしました平成25年３月期第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年９月

30日）の連結業績予想数値と、本日公表の実績数値に以下のとおり差異が生じました。 

 また、同じく平成24年７月31日に公表いたしました平成25年３月期通期（平成24年４月１日～平成25年３月31日）

の連結業績予想を以下のとおり修正いたします。 

   

① 第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日～平成24年９月30日）の連結業績予想数値と実績数値との差異 

（単位：百万円未満四捨五入）

  

  

② 通期（平成24年４月１日～平成25年３月31日）の連結業績予想の修正 

（単位：百万円未満四捨五入）

＜差異及び修正の理由＞ 

 当第２四半期は欧州経済低迷の影響が顕著で、日本では欧州向けを中心に輸出航空貨物の取扱重量が大幅に減少

し、欧州では輸入航空貨物を中心に取扱件数が低調に推移しました。南アジア・オセアニアにおいては、統合によ

り増収となったものの、アジア経済減速の影響もあり航空貨物の取扱いが計画に達しませんでした。 

これらの結果、営業収益、営業利益、経常利益、四半期純利益は前回予想を下回りました。 

 下半期は、米国において住宅販売市場や雇用環境が回復傾向を示す一方、不透明感も残っております。欧州にお

いては地域差が見られるものの、景気低迷からの脱却には時間を要することが懸念されます。アジアにおいても中

国、インドをはじめとする新興国の経済成長に減速感がみられます。これらの要因が物流市場の回復に与える影響

を考慮し、通期の業績予想を以上のとおり修正いたします。 

  

（注）上記の予想は現時点において入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでお

ります。実際の業績等は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

   

   

  
営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益 

１株当たり
四半期純利益 

 前回発表予想(A) 

 (平成24年７月31日発表) 

百万円 

 166,600

百万円 

 2,000

百万円 

 2,700

百万円 

 1,800

円 銭 

 42.68

 実績値(B)  161,818  1,235  2,040  1,345  31.90

 増減額(B)-(A)  △4,782  △765  △660  △455  －

 増減率 △2.9％ △38.2％ △24.4％ △25.3％  －

（参考）前年同四半期実績 

 （平成24年３月期第２四半期）  153,363  2,538  3,194  1,787  42.37

  
営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 

１株当たり
当期純利益 

 前回発表予想(A) 

 (平成24年７月31日発表) 

百万円 

 347,000

百万円 

 5,500

百万円 

 6,300

百万円 

 3,000

円 銭 

 71.14

 今回修正予想(B)  333,000  4,000  4,900  2,200  52.17

 増減額(B)-(A)  △14,000  △1,500  △1,400  △800  －

 増減率 △4.0％ △27.3％ △22.2％ △26.7％  －

（参考）前期実績 

 （平成24年３月期）  309,004  6,272  7,485  2,526  59.91
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（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

 TASCO Berhadは、株式の追加取得により持分法適用関連会社から連結子会社となったため、第１四半期連結会計

期間において連結の範囲に含めております。 

 また、平成24年４月27日付で「日本郵船と郵船ロジスティクスの海外事業統合に関する実施状況について（最

終）」において公表しましたとおり、当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰

三。以下、日本郵船という。）は、物流事業の再編と統合を実施いたしました。日本郵船の連結子会社の持分取得

の結果、Yusen Logistics (China) Co.,Ltd.を第１四半期連結会計期間において連結の範囲に含めております。 

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて計算しております。 

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更   

 （減価償却方法の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に

取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 これにより、従来の方法に比べて、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期

純利益はそれぞれ５百万円増加しております。 

   

   

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 24,709 24,249

受取手形及び営業未収入金 61,837 64,575

貯蔵品 153 152

繰延税金資産 1,471 1,441

その他 6,715 6,408

貸倒引当金 △978 △758

流動資産合計 93,907 96,067

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 35,852 37,689

減価償却累計額 △15,784 △16,617

建物及び構築物（純額） 20,068 21,072

機械装置及び運搬具 13,118 15,505

減価償却累計額 △9,460 △10,787

機械装置及び運搬具（純額） 3,658 4,718

工具、器具及び備品 10,116 11,362

減価償却累計額 △7,269 △7,811

工具、器具及び備品（純額） 2,847 3,551

土地 13,020 12,802

建設仮勘定 173 646

有形固定資産合計 39,766 42,789

無形固定資産   

のれん 2,881 2,767

その他 3,154 4,029

無形固定資産合計 6,035 6,796

投資その他の資産   

投資有価証券 3,504 2,183

繰延税金資産 2,546 2,303

その他 5,677 6,354

貸倒引当金 △320 △317

投資その他の資産合計 11,407 10,523

固定資産合計 57,208 60,108

資産合計 151,115 156,175
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び営業未払金 30,266 30,533

短期借入金 1,213 3,133

未払法人税等 1,212 969

繰延税金負債 350 342

賞与引当金 2,048 1,872

役員賞与引当金 － 54

独禁法関連引当金 1,268 1,197

その他 16,223 18,367

流動負債合計 52,580 56,467

固定負債   

長期借入金 12,160 11,960

繰延税金負債 304 441

退職給付引当金 4,046 4,095

役員退職慰労引当金 383 442

独禁法関連引当金 1,728 1,728

その他 356 499

固定負債合計 18,977 19,165

負債合計 71,557 75,632

純資産の部   

株主資本   

資本金 4,301 4,301

資本剰余金 4,733 4,733

利益剰余金 56,456 57,454

自己株式 △69 △69

株主資本合計 65,421 66,419

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 154 41

在外子会社の年金債務調整額 △50 △47

繰延ヘッジ損益 － △6

為替換算調整勘定 △7,817 △10,007

その他の包括利益累計額合計 △7,713 △10,019

少数株主持分 21,850 24,143

純資産合計 79,558 80,543

負債純資産合計 151,115 156,175
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 

 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業収益 153,363 161,818

営業原価 128,437 136,314

営業総利益 24,926 25,504

販売費及び一般管理費 22,388 24,269

営業利益 2,538 1,235

営業外収益   

受取利息 71 78

受取配当金 59 38

為替差益 404 347

持分法による投資利益 211 179

その他 194 463

営業外収益合計 939 1,105

営業外費用   

支払利息 132 121

固定資産除却損 19 25

その他 132 154

営業外費用合計 283 300

経常利益 3,194 2,040

特別利益   

投資有価証券売却益 38 －

負ののれん発生益 129 1,279

特別利益合計 167 1,279

特別損失   

賃貸借契約解約損 － 78

投資有価証券評価損 32 35

固定資産売却損 28 －

会員権評価損 5 14

特別損失合計 65 127

税金等調整前四半期純利益 3,296 3,192

法人税等 1,155 1,128

少数株主損益調整前四半期純利益 2,141 2,064

少数株主利益 354 719

四半期純利益 1,787 1,345
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（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 2,141 2,064

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △30 △113

繰延ヘッジ損益 － △12

為替換算調整勘定 △4,599 △4,045

持分法適用会社に対する持分相当額 17 180

在外子会社の年金債務調整額 59 6

持分変動差額 3,198 60

その他の包括利益合計 △1,355 △3,924

四半期包括利益 786 △1,860

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 1,868 △887

少数株主に係る四半期包括利益 △1,082 △973
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,296 3,192

減価償却費 2,052 2,249

固定資産売却損益（△は益） △1 △89

固定資産除却損 19 25

のれん償却額及び負ののれん発生益（△は益） 158 △935

持分法による投資損益（△は益） △211 △179

賞与引当金の増減額（△は減少） △226 △137

役員賞与引当金の増減額（△は減少） 37 54

退職給付引当金の増減額（△は減少） △32 73

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △22 59

貸倒引当金の増減額（△は減少） 49 △216

受取利息及び受取配当金 △130 △116

支払利息 132 121

為替差損益（△は益） 5 △5

投資有価証券評価損益（△は益） 32 35

会員権評価損 5 14

営業債権の増減額（△は増加） △3,389 △832

営業債務の増減額（△は減少） △1,724 △1,108

その他 592 3,471

小計 642 5,676

利息及び配当金の受取額 173 162

利息の支払額 △131 △118

法人税等の支払額 △1,626 △1,210

営業活動によるキャッシュ・フロー △942 4,510

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △727 △1,135

定期預金の払戻による収入 1,641 1,098

貸付けによる支出 △109 △4

貸付金の回収による収入 419 25

固定資産の取得による支出 △1,603 △2,943

固定資産の売却による収入 573 164

投資有価証券の取得による支出 △132 △383

子会社株式の取得による支出 － △1,282

事業譲受による支出 △2,361 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
支出

△6,897 △39

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による
収入

－ 458

連結の範囲の変更を伴う関係会社出資金の取得に
よる収入

－ 392

その他 171 △221

投資活動によるキャッシュ・フロー △9,025 △3,870

- 10 -

郵船ロジスティクス（株）（9370）平成25年３月期　第２四半期決算短信



（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 2,108 1,613

長期借入れによる収入 4,000 －

長期借入金の返済による支出 △816 △878

リース債務の返済による支出 △120 △179

配当金の支払額 △379 △422

少数株主への配当金の支払額 △110 △490

その他 1 0

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,684 △356

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,739 △1,040

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △7,022 △756

現金及び現金同等物の期首残高 25,089 23,646

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 180 －

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 3,876 213

現金及び現金同等物の四半期末残高 22,123 23,103
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該当事項はありません。 

   

   

該当事項はありません。 

   

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△86百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの資産に関する情報 

   当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰三。）は、海外物流事業の

再編と統合を実施いたしました。これにより、前連結会計年度の末日に比して、当第２四半期連結会計期

間の「米州」及び「欧州」の資産の金額が著しく変動しております。当第２四半期連結会計期間の末日に

おける当該セグメントの資産の金額は、「米州」が21,585百万円（前連結会計年度比14,321百万円増）、

「欧州」が37,548百万円（前連結会計年度比26,370百万円増）であります。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日） 

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報  

（単位：百万円）

 （注）１．セグメント利益の調整額△150百万円は、のれんの償却額等であります。 

    ２．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  

報告セグメント

調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  42,224  36,389  37,933  19,313  17,504 153,363  －  153,363

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 115  701  638  240  97  1,791  △1,791  －

計  42,339  37,090 38,571  19,553  17,601  155,154  △1,791  153,363

セグメント利益又は損失（△）  266  △199  521  1,437  599  2,624  △86  2,538

  

報告セグメント

調整額 
(注)１ 

四半期連結
損益計算書

計上額 
(注)２ 日本 米州 欧州 東アジア

南アジア・
オセアニア

合計 

営業収益                 

外部顧客への営業収益  38,660  35,614  35,220  24,941  27,383  161,818  －  161,818

セグメント間の内部営業収益 

又は振替高 
 222  743  538  370  217  2,090  △2,090  －

計  38,882  36,357  35,758  25,311  27,600  163,908  △2,090  161,818

セグメント利益又は損失（△）  275  △38  44  △396  1,500  1,385  △150  1,235
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 （固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。  

  

 （のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。  

  

 （重要な負ののれん発生益） 

 当社と日本郵船株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：工藤泰三。）は、海外物流事業の再

編と統合を実施いたしました。これにより、負ののれん発生益1,279百万円を当第２四半期連結累計期間に

おいて特別利益に計上しております。   
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